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明治期の日本養蚕業と養蚕書

　
　
　

�［
要
旨
］
日
本
に
お
け
る
養
蚕
の
技
術
専
門
書
い
わ
ゆ
る
養
蚕
書
は
、
江
戸
期
に
お
い
て
約

百
点
刊
行
さ
れ
て
い
た
。
そ
の
特
徴
は
、
①
信
仰
的
な
要
素
を
含
ん
だ
飼
育
の
説
明
か
ら

経
験
・
実
地
に
基
づ
く
技
術
を
重
視
し
た
飼
育
の
説
明
へ
と
変
化
し
た
こ
と
、
②
著
者
は

主
と
し
て
、
各
地
方
に
お
け
る
蚕
種
製
造
家
で
あ
っ
た
こ
と
、
な
ど
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。

一
方
、
明
治
期
に
お
け
る
養
蚕
書
の
特
徴
に
つ
い
て
は
、
今
ま
で
、
そ
の
特
徴
や
出
版
実

態
な
ど
に
つ
い
て
は
、
多
く
は
言
及
さ
れ
て
い
な
い
。
加
え
て
、
明
治
期
に
は
、
定
期
刊

行
物
と
し
て
養
蚕
に
特
化
し
た
雑
誌
が
登
場
し
た
こ
と
も
、
江
戸
期
と
は
異
な
る
新
し
い

変
化
で
あ
る
が
、
こ
れ
に
つ
い
て
も
、
先
行
研
究
が
乏
し
い
。

　
　
　

�　

本
稿
で
は
、
近
代
に
お
い
て
、
養
蚕
飼
育
が
ど
の
よ
う
に
広
ま
り
、
定
着
し
て
い
っ
た

の
か
、
近
代
養
蚕
業
の
展
開
過
程
を
考
察
す
る
試
み
の
ひ
と
つ
と
し
て
、
明
治
期
に
出
版

さ
れ
た
養
蚕
書
の
特
徴
を
考
察
し
た
。
国
立
国
会
図
書
館
を
主
と
し
て
、
所
蔵
先
を
い
く

つ
か
絞
り
、「
蚕
」「
繭
」
を
キ
ー
ワ
ー
ド
に
書
誌
情
報
を
調
べ
、
養
蚕
書
が
約
千
点
出
版

さ
れ
て
い
た
こ
と
を
確
認
し
た
。
養
蚕
書
の
内
容
に
つ
い
て
は
、
幕
末
の
そ
れ
同
様
、
主

と
し
て
飼
育
温
度
が
特
徴
と
し
て
あ
げ
ら
れ
る
が
、
明
治
期
の
特
徴
と
し
て
は
、
飼
育
温

度
に
付
随
す
る
形
で
発
生
し
得
る
蚕
病
や
桑
樹
栽
培
法
の
改
良
の
仕
方
、
夏
秋
蚕
飼
育
の

項
目
が
出
て
き
た
こ
と
で
あ
っ
た
。
ま
た
、
蚕
種
製
造
家
だ
け
で
な
く
、
一
般
養
蚕
家
や

政
府
関
係
者
の
著
書
が
増
加
し
た
。
出
版
社
（
者
）
や
取
り
扱
い
書
肆
に
つ
い
て
は
、
江

戸
期
か
ら
の
三
都
書
肆
だ
け
で
は
な
く
、
有
隣
堂
・
明
文
堂
な
ど
新
た
な
出
版
社
が
登
場

し
た
こ
と
が
特
徴
で
あ
り
、
近
代
養
蚕
技
術
ひ
い
て
は
養
蚕
書
の
普
及
に
貢
献
し
た
と
考

え
ら
れ
る
。

土
　
金（
土
井
）　
師
　
子

　
明
治
期
の
日
本
養
蚕
業
と
養
蚕
書

　
　
　
　
　
―
―
出
版
状
況
の
検
討
―
―

　
　
　

は
じ
め
に

　

近
世
期
以
降
、
自
身
の
経
験
を
元
に
、
養
蚕
方
法
を
ま
と
め
た
書
物
と
し
て
、
養

蚕
書
が
出
版
さ
れ
た
。
近
世
～
明
治
初
期
ま
で
の
養
蚕
書
を
網
羅
的
に
取
り
扱
い
、

一
冊
一
冊
の
特
徴
を
記
し
た
、
奥
原
国
雄
氏
に
よ
れ
ば
、
近
世
期
の
養
蚕
書
は
約
百

点
あ
り
、
養
蚕
書
は
、
主
と
し
て
蚕
種
製
造
家
（
種
師
）
や
蚕
種
販
売
家
（
蚕
種
商

人
）
と
の
関
わ
り
が
強
い
も
の
で
あ
っ
た
と
す
る（

１
）。

さ
ら
に
、
井
上
善
治
郎
氏
は
、

近
世
期
の
養
蚕
書
に
つ
い
て
、
そ
の
ほ
と
ん
ど
が
木
版
本
で
、
蚕
種
家
が
営
業
上
利

用
し
た
場
合
が
多
い
こ
と
を
指
摘
し
て
い
る
。
販
売
し
た
蚕
種
の
代
金
は
、
販
売
当

年
と
翌
年
に
分
け
て
回
収
す
る
た
め
、
農
家
が
上
作
し
て
く
れ
る
こ
と
が
代
金
回
収

の
た
め
の
必
要
な
条
件
で
、
違
作
の
な
い
よ
う
に
、
養
蚕
術
を
伝
授
し
な
が
ら
、
売

り
込
む
必
要
が
あ
っ
た
こ
と
、
こ
れ
が
近
世
期
に
養
蚕
書
が
成
立
し
た
背
景
で
あ
っ

　
　
　
［
キ
ー
ワ
ー
ド
］
養
蚕
書
、
農
業
書
、
有
隣
堂
、
明
治
期
、
新
興
書
肆
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た
と
す
る（
２
）。

　

養
蚕
書
の
研
究
は
、
こ
れ
ま
で
近
世
期
に
お
け
る
農
書
研
究
の
一
環
と
し
て
行
わ

れ
て
き
た
。
近
世
期
の
養
蚕
技
術
と
養
蚕
書
に
関
し
て
、
井
上
氏
は
、
幕
末
期
の
中

村
善
右
衛
門
著
『
蚕
当
計
秘
決（

３
）』
に
お
い
て
、
桑
品
種
の
選
択
と
そ
の
観
察
能
力
お

よ
び
蚕
当
計
の
発
明
を
評
価
し
て
お
り
、
温
度
の
計
測
が
可
能
と
な
っ
た
こ
と
で
、

飼
育
技
術
が
飛
躍
的
に
向
上
し
、
以
降
、
養
蚕
技
術
の
焦
点
は
火
力
の
応
用
と
な
っ

た（
４
）と

し
て
い
る
。

　

ま
た
、
杉
仁
氏
は
、
近
世
中
期
の
養
蚕
技
術
の
発
展
以
降
、
呪
術
的
・
仏
教
的
な

思
想
か
ら
脱
却
し
、
養
蚕
の
理
に
役
立
つ
技
術
者
的
・
生
産
者
的
精
神
を
強
め
る
主

張
が
見
受
け
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
と
分
析
し
て
い
る（

５
）。

こ
の
他
、
個
別
の
養
蚕
書

の
内
容
を
検
討
、
紹
介
す
る
も
の（

６
）や
幕
末
に
翻
訳
さ
れ
て
海
外
に
紹
介
さ
れ
た
養
蚕

書
の
研
究（

７
）な

ど
が
あ
る
。
後
者
に
お
い
て
、
加
藤
詔
士
氏
は
、
自
国
に
向
け
て
、
養

蚕
書
の
翻
訳
紹
介
を
行
っ
た
、
お
雇
い
外
国
人
ム
リ
エ
を
取
り
上
げ
て
い
る
。
ム
リ

エ
は
、
日
本
養
蚕
業
の
現
状
を
フ
ラ
ン
ス
国
内
の
講
演
会
に
て
紹
介
し
、
海
外
で
流

行
し
て
い
た
蚕
病
対
策
の
観
点
か
ら
、
日
本
養
蚕
業
は
、
桑
の
木
の
手
入
れ
の
丁
寧

さ
、
蚕
を
密
集
さ
せ
な
い
薄
飼
と
蚕
室
の
換
気
、
蚕
室
温
度
を
上
げ
過
ぎ
な
い
点
が

優
れ
て
い
る
、
と
し
た
。

　

こ
れ
ら
の
先
行
研
究
よ
り
、
近
世
期
の
養
蚕
書
が
、
主
と
し
て
①
蚕
種
家
や
蚕
種

商
人
に
よ
り
記
述
さ
れ
、流
通
さ
れ
た
こ
と
、②
違
作
を
防
ぐ
た
め
の
技
術
書
で
あ
っ

た
こ
と
、③
蚕
の
飼
育
に
関
し
て
は
、天
然
の
気
候
に
任
せ
た
飼
育
が
一
般
的
で
あ
っ

た
が
、
幕
末
以
降
、
蚕
室
を
温
め
る
火
力
の
使
用
が
焦
点
と
な
り
、
製
糸
用
繭
の
生

産
量
増
加
を
見
込
ん
だ
場
合
、
自
然
に
任
せ
る
育
蚕
の
限
界
が
浮
き
彫
り
と
な
っ
た

こ
と
が
分
か
る
。

　

明
治
以
降
、
蚕
糸
業
が
重
要
産
業
と
し
て
急
速
に
発
展
し
た
背
景
に
は
、
養
蚕
を

学
ぶ
た
め
の
仕
組
み
が
整
備
さ
れ
た
こ
と
が
重
要
で
、
近
世
期
と
は
異
な
る
近
代
養

蚕
業
の
特
徴
で
あ
る
。
官
民
そ
れ
ぞ
れ
に
よ
っ
て
、
蚕
糸
試
験
場
・
伝
習
所
が
設
立

さ
れ
た
こ
と
や
共
進
会
・
博
覧
会
の
開
催
、
蚕
糸
業
組
合
の
設
立
な
ど
、
明
治
期
に

導
入
さ
れ
た
組
織
的
な
動
き
に
よ
る
成
果
は
言
う
ま
で
も
な
い
が
、
こ
れ
ら
に
加
え

て
、
養
蚕
書
や
養
蚕
雑
誌
な
ど
の
媒
体
も
養
蚕
業
発
展
に
十
分
寄
与
し
た
と
考
え
ら

れ
る
。

　

明
治
期
の
養
蚕
書
研
究
に
関
し
て
は
、
明
治
期
の
養
蚕
書
か
ら
養
蚕
技
術
の
変
化

を
ま
と
め
た
『
日
本
蚕
糸
業
史
』
が
あ
る
が
、
養
蚕
書
を
網
羅
的
に
検
討
す
る
と
い

う
よ
り
は
、
養
蚕
技
術
を
記
載
す
る
た
め
の
引
用
文
献
と
し
て
使
用
さ
れ
て
い
る
。

一
方
、
三
好
信
浩
氏
は
、
明
治
以
降
の
各
分
野
の
産
業
啓
蒙
書
の
目
録
を
作
成
す
る

に
あ
た
り
、
養
蚕
書
も
取
り
上
げ
て
い
る
。
そ
の
中
で
、
明
治
初
期
の
そ
れ
は
、
伝

統
的
技
術
の
改
良
を
試
み
た
も
の
が
多
い
と
指
摘
し
、
西
洋
の
翻
訳
書
の
出
版
な
ど

に
よ
り
、
西
洋
と
中
国
の
養
蚕
技
術
の
導
入
と
伝
統
技
術
の
改
良
が
課
題
で
あ
っ
た

と
す
る（

８
）。
ま
た
、
各
養
蚕
書
の
解
説
と
し
て
は
、
鮎
沢
啓
夫（
９
）や
松
村
敏
氏
の
研
究（
（1
（

が

あ
る
。
特
に
、
松
村
氏
は
、
明
治
五
（
一
八
七
二
）
年
と
同
一
二
年
に
出
版
さ
れ
た

田
島
弥
平
著
『
養
蚕
新
論
』
の
解
説
に
お
い
て
、
蚕
品
種
と
飼
育
法
と
の
関
係
を
指

摘
し
、
田
島
弥
平
が
考
案
し
た
清
涼
育
と
い
う
飼
育
法
は
、
意
識
的
に
換
気
を
行
い

な
が
ら
行
う
た
め
、
自
然
に
任
せ
た
飼
育
法
と
は
異
な
る
も
の
で
あ
る
と
評
価
し
、

明
治
期
の
育
蚕
技
術
に
つ
い
て
は
、
地
域
や
品
種
に
よ
る
飼
育
法
の
多
様
性
、
夏
秋

蚕
製
造
の
発
達
、
夏
秋
蚕
製
造
に
伴
う
飼
育
形
態
の
多
様
性
の
促
進
、
桑
栽
培
の
動

向
な
ど
多
く
の
変
化
が
あ
っ
た
と
す
る
。

　

さ
ら
に
、
勝
亦
達
夫
氏
は
、
建
築
史
の
観
点
か
ら
、
国
立
国
会
図
書
館
と
信
州
大

学
所
蔵
書
（
二
〇
一
〇
年
時
点
）
よ
り
蚕
室
と
飼
育
法
に
関
す
る
記
述
が
あ
る
養
蚕

書
を
抽
出
し
、
飼
育
法
の
変
化
に
よ
る
蚕
室
の
建
築
様
式
の
変
化
に
つ
い
て
分
析
し

て
い
る（

（1
（

。
勝
亦
氏
は
、
明
治
期
に
お
い
て
、
清
涼
育
→
温
暖
育
→
折
衷
育
と
飼
育
法

の
流
行
と
共
に
蚕
室
の
様
式
も
変
化
す
る
が
、各
飼
育
法
に
共
通
す
る
構
成
要
素
は
、
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火
炉
で
あ
り
、
近
代
蚕
室
に
欠
か
せ
な
い
要
素
で
あ
っ
た
、
と
ま
と
め
て
い
る
。

　

以
上
よ
り
、
明
治
期
の
養
蚕
書
は
、
主
と
し
て
、
幕
末
以
降
よ
り
争
点
と
な
っ
た

飼
育
法
と
火
力
の
加
減
に
伴
う
養
蚕
技
術
の
改
良
が
主
た
る
要
素
で
あ
っ
た
こ
と
が

分
か
る
。
技
術
書
と
し
て
、
明
治
期
の
技
術
過
程
を
追
う
大
変
重
要
な
史
料
で
あ
る

が
、
明
治
期
の
養
蚕
書
が
ど
の
程
度
出
版
さ
れ
、
近
世
期
の
そ
れ
と
ど
の
よ
う
な
点

で
異
な
る
の
か
、
ま
た
は
同
じ
な
の
か
、
未
だ
不
明
な
点
が
多
い
。
そ
こ
で
、
本
稿

で
は
、明
治
期
に
出
版
さ
れ
た
養
蚕
技
術
に
関
す
る
出
版
物
か
ら
養
蚕
書
を
抽
出
し
、

特
徴
を
明
ら
か
に
し
、
近
代
養
蚕
業
史
の
技
術
傾
向
を
再
確
認
し
て
い
き
た
い
。

　
　
　

一
、
養
蚕
技
術
関
連
の
出
版
物
と
養
蚕
書

　
　
　
　

一
―
一　

養
蚕
書
の
数

　

本
稿
で
は
、
国
立
国
会
図
書
館
、
信
州
大
学
付
属
図
書
館
、
東
京
大
学
図
書
館
、

東
京
工
業
大
学
図
書
館
の
オ
ン
ラ
イ
ン
蔵
書
検
索
（opac
）
に
て
「
蚕
」「
繭
」

「
糸
」「
桑
」
を
キ
ー
ワ
ー
ド
に
検
索
を
行
い
、
そ
の
検
索
結
果
を
基
本
情
報
と
し

て（
（1
（

、
明
治
期
（
一
八
六
八
～
一
九
一
二
）
に
刊
行
さ
れ
た
養
蚕
書
の
一
覧
表
を
作
成

し
、
こ
れ
に
基
づ
い
て
検
討
を
行
う
。
検
索
結
果
か
ら
、
商
業
関
係
や
法
律
関
係
、

官
報
（
蚕
種
検
査
関
係
は
除
く
）
な
ど
を
除
く
と
、
蚕
業
技
術
に
関
す
る
書
物
は
、

下
記
の
通
り
、
7
つ
に
分
類
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

①
養
蚕
書
…�

養
蚕
全
般
を
記
し
た
養
蚕
書
、
講
話
筆
記
録
、
桑
樹
栽
培
、
蚕
病
書
、

図
表
な
ど

②
共
進
会
や
品
評
会
報
告
書
…�

博
覧
会
や
共
進
会
、
品
評
会
、
実
業
大
会
な
ど
の
報

告
書

③
理
学
書
…�

農
業
書
や
動
物
学
書
、
植
物
学
書
、
昆
虫
学
、
害
虫
駆
除
な
ど
の
理
学

専
門
書

④
記
録
・
報
告
書
…�

中
央
や
地
方
官
庁
の
蚕
糸
ま
た
は
農
業
試
験
場
の
調
査
報
告
書
、

各
国
視
察
報
告
、
会
議
録
な
ど

⑤
外
国
書
…
中
国
や
イ
タ
リ
ア
、
フ
ラ
ン
ス
な
ど
の
海
外
養
蚕
書

⑥
逐
次
・
定
期
刊
行
物
…�

養
蚕
雑
誌
や
農
業
雑
誌
、
勧
業
雑
誌
、
試
験
場
の
研
究
試

験
成
績
、
年
報

⑦
そ
の
他
…�

製
糸
技
術
書
、
織
物
技
術
書
、
染
色
技
術
書
、
小
学
・
中
等
教
育
の
理

科
教
科
書
、
蚕
業
学
校
入
試
対
策
本
な
ど

こ
の
う
ち
、
①
の
養
蚕
書
に
つ
い
て
は
、
約
１
、１
０
０
点
を
確
認
す
る
こ
と
が
で

き
た
。
今
回
は
、
①
の
抽
出
に
重
点
を
置
き
、
②
～
⑦
に
つ
い
て
は
、
今
後
、
ひ
と

つ
ひ
と
つ
の
分
類
に
お
い
て
、
さ
ら
に
調
査
機
関
を
増
や
し
、
関
連
す
る
キ
ー
ワ
ー

ド
で
調
査
を
行
い
、
養
蚕
技
術
関
連
出
版
物
の
総
数
の
把
握
に
つ
と
め
た
い
。
今
回

の
抽
出
結
果
に
て
、
近
世
期
と
明
治
期
の
養
蚕
書
数
を
比
較
す
る
と
、
お
よ
そ
十
倍

に
も
な
り
、
養
蚕
技
術
の
動
向
を
記
す
出
版
物
は
急
速
に
増
え
た
こ
と
が
分
か
る
。

表
1
は
、
各
年
に
発
行
さ
れ
た
養
蚕
書
の
書
名
数
を
示
す
も
の
で
、
約
１
、１
０
０

点
の
養
蚕
書
が
ど
の
年
代
に
出
版
さ
れ
た
の
か
を
示
す
。
な
お
、
初
版
の
年
を
基
本

と
し
、
再
版
以
降
の
増
版
は
、
総
数
に
は
含
ん
で
い
な
い
。
こ
れ
に
よ
れ
ば
、
養
蚕

書
の
数
は
、
明
治
十
年
代
後
半
に
徐
々
に
増
え
、
一
八
八
八
年
に
最
も
多
く
な
っ
て

か
ら
、
お
お
よ
そ
年
に
30
～
40
程
度
の
数
で
推
移
し
て
い
る
。
な
お
、
紙
幅
の
関
係

上
、
作
成
し
た
一
覧
表
の
う
ち
、
明
治
十
年
代
ま
で
に
出
版
さ
れ
た
養
蚕
書
の
一
覧

を
本
文
末
に
掲
載
し
た
。
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一
―
二　

著
者
出
身
地
と
出
版
地

　

抽
出
し
た
養
蚕
書
の
う
ち
、表
2
は
、著
者
出
身
地
と
出
版
地
の
一
覧
表
で
あ
る
。

著
者
に
つ
い
て
は
、
奥
付
や
表
紙
に
記
さ
れ
た
住
所
や
寄
留
先
を
基
本
と
し
た
。

　

表
2
に
よ
れ
ば
、
著
者
出
身
地
、
出
版
地
と
も
に
、
東
京
、
長
野
、
群
馬
、
福
島

が
上
位
を
占
め
て
い
る
。
出
版
地
に
つ
い
て
は
、
四
県
で
約
五
．
五
割
を
占
め
、
近

世
期
以
来
の
伝
統
的
養
蚕
地
帯
と
中
央
官
庁
の
あ
る
東
京
に
集
中
し
て
い
た
こ
と
が

分
か
る
。
東
京
に
つ
い
て
は
、
全
国
各
地
の
養
蚕
家
ま
た
は
養
蚕
団
体
に
よ
る
出
版

を
行
う
一
方
、
内
務
省
や
農
商
務
省
蚕
業
試
験
場
関
係
者
ら
の
書
物
の
出
版
を
行
っ

て
い
る
こ
と
が
特
徴
で
あ
る
。
一
方
、
長
野
、
群
馬
、
福
島
な
ど
の
地
方
の
出
版
は
、

地
元
の
養
蚕
家
や
蚕
種
家
の
出
版
、
他
府
県
か
ら
寄
留
し
て
い
る
人
物
が
著
し
た
も

の
、
民
間
の
蚕
業
教
師
や
農
商
務
省
の
技
術
者
を
地
元
へ
招
い
て
開
か
れ
た
蚕
業
講

話
会
の
筆
記
録
を
出
版
し
て
い
る
。

　

著
者
に
つ
い
て
は
、
長
野
県
が
最
も
多
く
、
明
治
期
に
お
け
る
長
野
県
の
技
術
改

良
へ
の
関
心
度
の
高
さ
が
う
か
が
え
る
。
長
野
県
に
つ
い
て
は
、
小
県
蚕
業
学
校
長

の
三
吉
米
熊
や
同
所
の
教
師
に
よ
る
講
話
筆
記
録
も
あ
る
が
、
主
と
し
て
県
内
の
蚕

種
家
や
養
蚕
・
蚕
種
組
合
な
ど
の
経
験
や
試
験
を
基
に
独
自
に
出
版
さ
れ
た
養
蚕
書

で
あ
る
。
な
お
、
明
治
三
十
年
代
以
降
、
同
県
よ
り
出
版
さ
れ
た
養
蚕
書
は
、
夏
秋

蚕
関
連
の
も
の
が
多
く
、
夏
秋
蚕
飼
育
の
中
心
地
と
し
て
、
明
治
期
を
支
え
た
こ
と

が
分
か
る
。

　

一
方
、
東
京
は
、
主
と
し
て
東
京
蚕
業
講
習
所
や
農
科
大
学
に
在
籍
す
る
技
術
者

や
農
学
士
に
よ
る
と
こ
ろ
が
大
き
い
。
明
治
十
年
代
以
降
、
中
央
政
府
の
養
蚕
技
術

者
は
、
地
方
官
庁
や
民
間
の
会
社
や
組
合
な
ど
に
招
聘
さ
れ
て
、
養
蚕
技
術
の
講
演

を
行
う
機
会
が
増
え
、
講
話
筆
記
録
が
多
く
出
版
さ
れ
た
。
彼
ら
は
、
蚕
業
教
科
書

や
地
方
の
蚕
業
試
験
場
教
員
向
け
の
教
授
手
引
き
な
ど
も
著
し
、
蚕
業
教
育
の
標
準

を
提
示
す
る
一
方
、
最
新
の
研
究
動
向
を
ま
と
め
た
研
究
書
も
著
し
た
。

表1　明治年間における養蚕書数
明治初年 1 1890 49
1869 3 1891 37
1870 3 1892 43
1871 3 1893 43
1872 3 1894 46
1873 7 1895 45
1874 6 1896 28
1875 4 1897 31
1876 2 1898 34
1877 6 1899 28
1878 2 1900 26
1879 8 1901 25
1880 3 1902 38
1881 4 1903 37
1882 8 1904 28
1883 15 1905 24
1884 21 1906 30
1885 10 1907 29
1886 12 1908 42
1887 24 1909 46
1888 81 1910 28
1889 40 1911 34

1912 23
年代不詳 27
合計 1087

出典�）筆者作成の明治期養蚕書数一覧に
よる。一覧表の概要は、本文および
論文末註12を参照。

表2　養蚕書の著者出身地と出版地（上位15府県）
A　著者出身地 B　出版地
出身府県 割合 出版地 割合

1 長野県 17.3% 1 東京 33.9%
2 群馬県 9.6% 2 長野県 11.5%
3 福島県 9.1% 3 群馬県 5.2%
4 東京府 9.0% 4 福島県 4.8%
5 山梨県 4.5% 5 不明 3.5%
6 愛知県 3.7% 6 山梨県 3.1%
7 埼玉県 3.5% 7 静岡県 2.9%
8 静岡県 3.1% 8 愛知県 2.9%
9 茨城県 3.0% 9 茨城県 2.2%
10 三重県 2.4% 10 埼玉県 2.1%
11 福井県 2.3% 11 新潟県 2.1%
12 島根県 2.2% 12 京都府 2.0%
13 兵庫県 2.1% 13 三重県 1.7%
14 京都府 2.1% 14 島根県 1.7%
15 岡山県 2.1% 15 山形県 1.6%

出典）表１に同じ。
註）表A：�奥付に出身地が記載されている養蚕書779冊の割合。
　　表B：養蚕書総数1087冊の割合。
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一
―
三　

明
治
期
の
養
蚕
書
と
農
業
書
肆
・
有
隣
堂

　

明
治
期
の
養
蚕
書
は
、
著
者
や
編
者
が
出
版
者
も
兼
ね
る
、
い
わ
ゆ
る
自
己
出
版

の
も
の
が
多
数
存
在
す
る
が
、
そ
の
一
方
で
、
東
京
や
地
方
の
書
肆
が
出
版
し
て
い

る
も
の
も
多
か
っ
た
。
明
治
期
の
養
蚕
書
の
特
徴
と
し
て
、
広
告
類
が
本
文
の
巻
末

に
、
掲
載
さ
れ
て
い
る
点
も
特
筆
す
べ
き
点
で
あ
ろ
う
。
出
版
元
が
書
店
の
場
合
、

各
書
店
の
販
売
目
録
も
掲
載
さ
れ
、
関
連
す
る
既
刊
の
養
蚕
書
や
新
刊
の
案
内
な
ど

を
見
る
こ
と
が
出
来
た
。
ま
た
、
出
版
元
が
地
方
の
私
立
養
蚕
伝
習
所
や
蚕
種
家
の

場
合
は
、
伝
修
生
の
募
集
や
蚕
種
販
売
広
告
が
同
様
に
巻
末
に
掲
載
さ
れ
た
。
近
世

期
の
養
蚕
書
と
同
様
に
、
自
身
の
蚕
種
販
売
の
促
進
を
担
う
手
段
と
し
て
、
重
要
な

要
素
で
あ
っ
た
こ
と
が
分
か
る
。

　

ま
た
、
自
己
出
版
に
よ
る
本
で
も
、
改
訂
版
の
際
に
、
出
版
元
が
大
手
書
肆
や
地

方
書
肆
に
変
わ
っ
て
い
る
場
合
も
あ
り
、
書
肆
に
出
版
を
委
ね
、
販
路
を
広
げ
る
こ

と
で
、
自
身
の
養
蚕
飼
育
へ
の
考
え
方
や
蚕
種
の
品
質
を
、
よ
り
広
い
範
囲
に
知
ら

せ
る
こ
と
が
出
来
る
よ
う
に
な
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

　

な
お
、
出
版
地
に
つ
い
て
は
、
前
述
し
た
通
り
、
東
京
で
の
出
版
が
最
も
多
か
っ

た
。
明
治
期
に
お
い
て
、
東
京
で
養
蚕
書
が
多
く
出
版
さ
れ
た
の
は
、
全
国
的
に
売

り
捌
く
東
京
の
大
書
肆（
書
店
）の
他
、
明
治
に
入
っ
て
か
ら
新
し
く
開
業
し
た
新
興

書
肆
の
存
在
も
重
要
で
あ
ろ
う
。

　

表
3
は
、
抽
出
し
た
養
蚕
書
の
中
よ
り
、
三
書
名
以
上
を
出
版
し
た
出
版
元
の
一

覧
で
あ
る
。
こ
れ
に
よ
れ
ば
、
有
隣
堂
と
い
う
東
京
の
書
肆
が
他
を
圧
倒
し
て
、
出

版
数
が
多
く
、
明
文
堂
、
丸
山
舎
が
こ
れ
に
続
く
。
表
３
は
、
出
版
の
み
の
数
で
あ

る
が
、
こ
の
三
書
肆
は
、
別
の
出
版
元
が
出
版
す
る
多
く
の
養
蚕
書
に
お
い
て
も
、

特
別
予
約
販
売
所
や
大
売
捌
所
と
し
て
奥
付
に
明
記
さ
れ
た
。
さ
ら
に
、
印
刷
所
と

し
て
の
み
、
奥
付
に
記
載
が
あ
る
場
合
も
あ
り
、
出
版
、
販
売
、
印
刷
を
行
う
総
合

書
肆
で
も
あ
っ
た
こ
と
が
確
認
で
き
る
。

　

書
肆
に
つ
い
て
、
少
し
詳
し
く
み
て
い
こ
う
。『
蚕
業
大
辞
書（

（1
（

』
に
は
、
蚕
業
書

肆
の
項
目
が
あ
り
、
こ
の
三
書
肆
が
主
た
る
書
肆
と
し
て
掲
載
さ
れ
て
い
る
。
各
書

肆
の
詳
細
は
、
下
記
の
通
り
で
あ
る（

（1
（

。

（
1
）
有
隣
堂
…
〔
所
在
地
〕
東
京
府
京
橋
区
南
伝
馬
町

　
　
　
　
　
　
　
〔
経
営
者
〕
穴
山
篤
太
郎

　
　
　
　
　
　
　
〔
創　

業
〕
一
八
七
四
年

　
　
　
　
　
　
　
〔
沿　

革
〕�

初
代
篤
太
郎
は
、
奈
良
県
郡
山
藩
出
身
の
藩
士
で
、

同
藩
で
は
勧
業
な
ど
に
従
事
。辞
職
後
、京
都
に
出
て
、

書
籍
業
の
村
上
勘
兵
衛
に
雇
わ
れ
、東
京
支
店
に
転
勤
。

一
八
七
四
年
に
独
立
し
、
殖
産
興
業
に
関
す
る
出
版
と

販
売
を
開
始
。二
代
目
篤
太
郎
は
、慶
應
義
塾
で
学
び
、

一
九
〇
四
年
以
降
、
書
籍
業
に
従
事
し
、
一
九
一
〇
年

に
家
督
を
相
続
し
た
。

表3　三書名以上発行している出版元
出版元 所在地 書名数

有隣堂
（穴山篤太郎） 東京府 74

明文堂
（周防初次郞） 東京府 41

丸山舎 東京府、京都府 36
博文館 東京府 25
興文社 東京府 13
青木嵩山堂 東京府、大阪府 8
温故堂
（内藤伝右衛門） 山梨県 7

博向堂 福島県 6
興農館 埼玉県 6
山梨蚕友会 山梨県 4
進振堂 福島県 5
六盟館 東京府 4
勧業書院 東京府 4
丸善 東京府 3
求光閣 東京府 3
百木書籍部 京都府 3
浜本明昇堂 兵庫県 3
長島為一郎 埼玉県 3
富山房 東京府 3
中央蚕業学会 長野県 3
成美堂 東京府 4
蚕業之燈社 茨城県 3
出雲寺萬次郎 東京府 3
出典）表１に同じ。
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（
2
）
丸
山
舎
…
〔
所
在
地
〕�

千
葉
県
安
房
郡
大
山
村
→
東
京
府
芝
区
高
輪
南
町
→

同
府
日
本
橋
区
箔
屋
町

　
　
　
　
　
　
　
〔
経
営
者
〕
竹
澤
章

　
　
　
　
　
　
　
〔
創　

業
〕
一
八
八
七
年

　
　
　
　
　
　
　
〔
沿　

革
〕�

竹
澤
は
、
一
八
八
五
年
よ
り
上
京
し
て
同
人
社
に
て

学
び
、
帰
郷
後
、
千
葉
に
て
開
店
。
再
び
上
京
し（

（1
（

、

東
京
に
て
営
業
を
開
始
。
蚕
業
器
械
お
よ
び
蚕
糸
業

書
の
販
売
を
開
始
し
、
養
蚕
雑
誌
『
蚕
業
新
報
』
を

発
刊
。
一
九
〇
四
年
よ
り
印
刷
所
を
併
設
。
他
に
章

光
閣
の
商
号
あ
り
。
京
都
、
大
阪
に
支
店
あ
り
。

（
3
）
明
文
堂
…
〔
所
在
地
〕
東
京
府
神
田
区
美
土
代
町
→
同
府
同
区
錦
町（

（1
（

　
　
　
　
　
　
　
〔
経
営
者
〕
周
防
初
次
郞

　
　
　
　
　
　
　
〔
創　

業
〕
一
九
〇
一
年

　
　
　
　
　
　
　
〔
沿　

革
〕�

周
防
は
愛
知
県
名
古
屋
出
身
。一
八
九
〇
年
に
上
京
し
、

有
隣
堂
の
穴
山
篤
太
郎
に
雇
わ
れ
、
九
年
の
勤
続
後
、

独
立
。
農
芸
に
関
す
る
書
籍
を
取
り
扱
う
。

　

三
書
肆
の
中
で
も
、
創
立
年
の
早
い
有
隣
堂
は
、
主
と
し
て
、
明
治
十
～
二
十
年

代
に
養
蚕
書
の
出
版
と
販
売
に
携
わ
り
、
明
治
三
十
年
代
後
半
に
な
る
と
、
出
版
数

は
衰
え
、
丸
山
舎
や
明
文
堂
の
出
版
が
増
加
す
る
傾
向
に
あ
っ
た
。
有
隣
堂
は
、
農

商
務
省
設
立
以
降
、
同
省
の
法
令
や
公
報
類
を
は
じ
め
、
農
商
工
関
連
の
図
書
、
明

治
十
年
代
の
博
覧
会
・
共
進
会
の
報
告
書
な
ど
、
や
や
独
占
的
と
も
と
れ
る
ほ
ど
、

官
工
庁
の
出
版
物
の
出
版
を
担
当
し
、
版
権
を
持
っ
た（

（1
（

。
こ
の
よ
う
に
一
般
的
な
農

業
や
養
蚕
書
だ
け
で
な
く
、
公
的
出
版
物
も
担
当
す
る
な
ど
、
明
治
期
の
養
蚕
書
出

版
に
お
い
て
、
特
異
な
存
在
で
あ
っ
た
こ
と
は
間
違
い
な
い
で
あ
ろ
う
。

　

こ
の
よ
う
に
、
明
治
期
の
養
蚕
書
は
、
自
己
出
版
以
外
で
は
、
江
戸
時
代
か
ら
引

き
続
く
大
店
の
旧
書
肆
で
は
な
く
、
明
治
期
に
設
立
さ
れ
た
新
興
出
版
社
が
中
心
と

な
っ
て
出
版
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
分
か
っ
た
。
こ
の
他
、
表
中
に
あ
る
、
養
蚕
や
農

業
の
専
門
書
肆
で
は
な
い
、
博
文
館
、
六
盟
社
、（
冨
）
富
山
房
な
ど
も
新
興
出
版

社
に
よ
る
出
版
も
確
認
で
き
た（

（1
（

。

　
　
　
　

一
―
四　

内
容
の
傾
向
に
つ
い
て

　

明
治
十
年
代
ま
で
の
養
蚕
書
は
、
蚕
を
神
や
仏
な
ど
に
準
え
て
信
仰
的
要
素
を
含

む
も
の
の
ほ
か
、
体
系
的
な
養
蚕
書
（
製
種
、
掃
立
、
蚕
具
の
使
い
方
、
病
蚕
の
種

類
、
栽
桑
方
法
、
桑
の
与
え
方
な
ど
項
目
ご
と
に
説
明
し
て
あ
る
も
の
）
が
あ
っ
た
。

し
か
し
、
ど
ち
ら
も
自
身
の
経
験
を
主
と
し
て
記
す
も
の
で
あ
る
。
ま
た
、
中
国
や

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
翻
訳
書
も
一
定
数
出
版
さ
れ
て
お
り
、
前
述
し
た
三
好
氏
が
指
摘
し

て
い
る
よ
う
に
、
こ
れ
ま
で
の
養
蚕
法
に
新
し
く
海
外
の
養
蚕
技
術
を
取
り
入
れ
よ

う
と
す
る
試
み
が
あ
っ
た
こ
と
が
分
か
る
。

　

明
治
十
年
代
に
入
る
と
、
呪
術
的
要
素
を
含
ん
だ
書
は
ほ
ぼ
な
く
な
っ
た
上
、
翻

訳
書
の
出
版
は
少
な
く
な
り
、
ほ
ぼ
全
て
が
自
身
の
経
験
を
ま
と
め
た
体
系
的
な
養

蚕
書
で
あ
っ
た
。
ま
た
、『
山
繭
筒
飼
養
法
概
略（

（1
（

』、『
柞
蚕
飼
養
実
験
録（
（2
（

』、『
印
度

種
天
蚕
飼
養
手
引
草（

（2
（

』
な
ど
、
桑
を
食
べ
る
蚕
で
は
な
く
、
繭
質
は
劣
る
が
、
野
蚕

ま
た
は
山
繭
と
呼
ば
れ
る
、
桑
以
外
の
飼
料
で
育
つ
養
蚕
に
つ
い
て
の
養
蚕
書
が
出

版
さ
れ
て
い
る
点
も
特
徴
で
あ
る
。
内
務
省
の
新
宿
試
験
場
で
は
、
一
八
七
五
年
と

一
八
七
六
年
に
山
繭
の
飼
養
試
験
を
お
こ
な
っ
て
い
る（

（2
（

。
中
国
古
代
か
ら
飼
育
さ
れ

て
い
る
野
蚕
の（

（2
（

柞
蚕
に
つ
い
て
は
、『
柞
蚕
飼
養
実
験
録
』
が
詳
し
い
。
同
書
に
よ

れ
ば
、
明
治
一
一
年
に
、
内
務
省
勧
農
局
の
依
頼
を
受
け
て
、
外
務
書
記
官
の
松
延

玹
が
中
国
の
北
京
に
て
、
柞
蚕
の
好
む
樹
木
に
つ
い
て
現
地
で
聞
き
取
り
を
行
っ
て
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い
た
。
ま
た
、
同
年
、
開
拓
使
に
お
い
て
も
柞
蚕
飼
養
試
験
が
行
わ
れ
る
な
ど
、
野

蚕
へ
の
関
心
と
そ
れ
に
対
応
す
る
養
蚕
書
が
一
定
数
あ
っ
た
こ
と
が
分
か
る
。
桑
の

消
費
と
経
済
的
問
題
を
解
決
で
き
る
、将
来
見
込
み
の
あ
る
も
の
と
し
て
期
待
さ
れ
、

そ
の
飼
育
の
基
礎
は
、
中
国
の
養
蚕
書
や
中
国
現
地
よ
り
学
ぼ
う
と
す
る
動
き
が

あ
っ
た
こ
と
は
、
明
治
期
の
養
蚕
業
の
特
徴
で
あ
ろ
う
。

　

さ
ら
に
、
先
行
研
究
の
通
り
、『
蚕
飼
方
法
宝
之
庫（

（2
（

』、『
温
養
蚕
事
図
解（
（2
（

』『
養
蚕

手
引
草（

（2
（

』
の
ほ
か
、
飼
育
温
度
を
明
記
し
て
い
る
こ
と
が
増
え
、
飼
育
に
際
し
て
の

火
力
の
加
減
が
養
蚕
書
の
一
つ
の
要
素
と
な
っ
て
い
る
こ
と
も
確
認
で
き
る
。

　

明
治
二
十
年
代
に
入
る
と
、
明
治
一
九
年
に
発
布
さ
れ
た
農
商
務
省
令
・
蚕
種
検

査
規
則
に
よ
り
、
蚕
種
検
査
が
開
始
さ
れ
た
こ
と
も
あ
り
、
蚕
種
検
査
の
手
続
き
に

関
す
る
手
引
き
や
蚕
種
蚕
病
の
解
説
書
、
顕
微
鏡
の
使
い
方
な
ど
を
著
し
た
も
の
が

あ
っ
た（

（2
（

。
さ
ら
に
、
飼
育
法
に
関
し
て
は
、
こ
れ
ま
で
火
力
の
応
用
が
争
点
と
な
っ

て
い
た
も
の
が
、
農
商
務
省
蚕
業
試
験
場
技
手
で
あ
っ
た
、
松
永
伍
作
が
養
蚕
飼
育

標
準
表
を
公
表
し
た
こ
と
に
よ
り（

（2
（

、
火
力
を
使
い
す
ぎ
な
い
、
折
衷
育
と
呼
ば
れ
る

飼
育
法
が
一
定
の
見
解
と
な
っ
た
こ
と
で
、
各
養
蚕
書
に
も
「
飼
育
標
準
」
と
い
う

キ
ー
ワ
ー
ド
が
登
場
し
て
く
る（

（2
（

。
こ
の
標
準
表
は
、
明
治
二
十
年
代
に
、
各
地
で
技

術
者
た
ち
の
蚕
業
講
話
が
増
え
た
こ
と
で（

（3
（

、
直
接
、
当
業
者
に
説
明
す
る
機
会
が
増

え
、
一
層
浸
透
し
て
い
っ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

　

明
治
三
十
年
代
は
、
引
き
続
き
、
講
話
筆
記
録
が
出
版
さ
れ
る
一
方
で（

（3
（

、
夏
秋
蚕

に
関
す
る
養
蚕
書（

（3
（

が
急
増
し
、
夏
秋
蚕
種
の
改
良
や
、
普
及
に
伴
う
桑
樹
荒
廃
、
蚕

病
の
増
加
に
言
及
し
た
著
書
が
出
版
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
中
等
教
育
向
け
の
蚕
業

教
科
書
の
出
版
が
増
え
て
い
る（

（3
（

点
も
特
徴
で
あ
る
。
地
方
に
養
蚕
伝
習
所
や
蚕
業
試

験
場
が
設
置
し
始
め
ら
れ
た
こ
と
で
、
専
門
的
な
学
術
書
や
教
科
書
が
必
要
と
な
っ

て
き
た
た
め
で
あ
る
。
そ
の
一
方
で
、
蚕
業
講
習
所
の
技
術
者
や
農
学
士
ら
の
著
書

は
高
尚
過
ぎ
る
と
し
て
、
実
地
に
基
づ
く
、
平
易
で
分
か
り
や
す
い
一
般
養
蚕
家
や

婦
女
子
向
け
の
養
蚕
書
も
出
版
さ
れ
た
。
明
治
三
十
年
代
は
、
蚕
病
学
や
蚕
体
学
な

ど
を
実
際
の
養
蚕
に
ど
の
よ
う
に
生
か
し
て
い
く
の
か
、「
実
地
」と
「
学
理
」が
キ
ー

ワ
ー
ド
と
し
て
あ
げ
ら
れ
る
。

　

明
治
四
十
年
代
に
な
る
と
、
三
〇
年
代
同
様
、
蚕
業
教
科
書（

（3
（

が
出
版
さ
れ
、
蚕
体

病
理
学
や
蚕
体
生
理
学
な
ど
、
蚕
糸
学
の
専
門
書
も
引
き
続
き
出
版
さ
れ
て
い
る
。

ま
た
、
春
夏
秋
蚕
の
普
及
に
伴
い
、
各
季
節
の
養
蚕
に
対
応
す
る
た
め
の
桑
の
仕
立

て
法
と
植
栽
法
、
桑
の
摘
み
方
、
与
え
方
に
言
及
し
た
養
蚕
書
も
出
版
さ
れ
た（

（3
（

。

　
　
　

お
わ
り
に

　

以
上
、
明
治
期
の
養
蚕
書
に
つ
い
て
、
出
版
状
況
を
中
心
に
検
討
し
て
き
た
。
近

世
期
の
養
蚕
書
は
、
主
と
し
て
蚕
種
家
や
蚕
種
商
人
が
、
自
身
の
経
験
に
基
づ
い
て

ま
と
め
た
も
の
で
あ
っ
た
の
に
対
し
、
明
治
以
降
の
そ
れ
は
、
経
験
豊
富
な
蚕
種
家

だ
け
で
な
く
、
農
商
務
省
蚕
業
試
験
場
や
各
府
県
農
事
試
験
場
・
蚕
業
学
校
の
技
術

者
、
養
蚕
伝
習
先
で
の
伝
習
を
ま
と
め
た
一
般
養
蚕
家
に
よ
る
も
の
な
ど
、
著
者
に

変
化
が
見
ら
れ
た
。
こ
の
変
化
は
、
明
治
以
降
、
養
蚕
技
術
を
学
ぶ
機
会
が
増
え
た

こ
と
に
よ
る
も
の
で
あ
ろ
う
。

　

ま
た
、
著
者
が
出
版
を
兼
ね
て
い
る
、
い
わ
ゆ
る
自
己
出
版
も
多
い
が
、
明
治
期

の
養
蚕
書
の
出
版
に
お
い
て
は
、
東
京
の
農
業
書
肆
・
有
隣
堂
の
存
在
は
大
き
か
っ

た
と
考
え
ら
れ
る
。
明
治
後
期
に
な
る
と
、
明
文
堂
や
丸
山
舎
は
、
東
京
お
よ
び
京

都
蚕
業
講
習
所
の
技
術
者
や
農
学
士
ら
が
著
し
た
、
蚕
糸
業
シ
リ
ー
ズ
本
を
出
版
す

る
な
ど
、
一
般
養
蚕
家
に
よ
る
養
蚕
書
だ
け
で
は
な
く
、
よ
り
学
術
色
の
強
い
養
蚕

書
の
出
版
が
増
え
た
。

　

こ
う
し
た
東
京
の
新
興
書
肆
の
一
方
で
、
山
梨
県
の
温
故
堂（

（3
（

や
福
島
県
の
博
向
堂

な
ど
地
方
書
肆
に
よ
る
養
蚕
書
の
出
版
も
重
要
で
あ
り
、
現
存
せ
ず
と
も
、
地
方
で
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し
か
流
通
し
な
か
っ
た
養
蚕
書
が
あ
っ
た
こ
と
は
推
測
で
き
、
東
京
の
書
肆
と
地
方

書
肆
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
な
ど
も
分
析
で
き
れ
ば
、よ
り
実
態
を
つ
か
め
る
で
あ
ろ
う
。

　

以
上
、
本
稿
の
検
討
に
よ
り
、
蚕
室
温
度
や
夏
秋
蚕
の
導
入
に
よ
る
桑
畑
荒
廃
・

蚕
病
対
策
な
ど
、
こ
れ
ま
で
の
先
行
研
究
で
指
摘
さ
れ
て
い
る
技
術
の
変
化
を
、
養

蚕
書
の
出
版
状
況
に
お
い
て
も
確
認
で
き
た
。

　

明
治
二
十
年
代
ま
で
は
、
自
身
の
経
験
談
や
蚕
業
講
話
筆
記
録
な
ど
の
出
版
が
多

か
っ
た
の
に
対
し
、
三
十
年
代
以
降
は
、
中
央
蚕
業
技
術
者
た
ち
が
著
す
学
術
性
・

専
門
性
の
高
い
教
科
書
や
研
究
書
が
出
版
さ
れ
た
。
三
十
年
代
以
降
、
こ
う
し
た
専

門
的
養
蚕
書
と
、
実
地
（
現
場
経
験
）
重
視
の
養
蚕
書
と
性
格
が
分
か
れ
て
い
く
こ

と
と
な
っ
た
。

　

ま
た
、
中
国
産
の
柞
蚕
・
多
化
蚕
を
は
じ
め
と
し
た
海
外
産
蚕
種
の
研
究
や
蚕
種

蚕
病
予
防
の
た
め
の
顕
微
鏡
の
導
入
な
ど
、
日
本
の
養
蚕
業
が
、
海
外
か
ら
新
し
い

影
響
を
受
け
て
い
た
こ
と
も
確
認
で
き
た
が
、そ
の
一
方
で
、明
治
期
の
養
蚕
業
は
、

国
内
の
蚕
種
家
や
養
蚕
家
が
蓄
積
し
た
基
本
的
な
養
蚕
技
術
に
学
ぶ
部
分
も
多
か
っ

た
こ
と
も
確
認
で
き
た
。
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＜明治10年代までに出版された養蚕書一覧＞
書名 著者 出版・販売元 出版年 所在確認先 備考

機織彙編１～５ 大関増業 須原屋茂兵衛 明治初年 農工大、国会
文政12年の増補版。1903博文館より復刻。
発行は東京、近世期よりの京都・大坂・東
京の書肆にて販売

蚕種商法 吉田屋表二郎述 上州屋惣七 1869 国会 出版は東京、国会所蔵は下巻、明治文化全
集９巻所収

蚕種説 カルマルス／柳川
春三訳 吉田屋 1869 信大 出版は東京

西洋新説蚕飼の栞 出浦銑之助訳 須原屋平（半？）
佐衛門 1869 東大、蚕糸文

庫 出版は京都

苧麻培養製糸略図説 静田権太郎 織元商社 1870 東大 出版地不明
蚕桑要略 牧啓次郎 須原屋茂兵衛 1870 信大 出版は東京
養蚕新書 白井篤治 1870 三好書 出版地不明
蚕桑図解 彦根藩 1871 国会 滋賀
養蚕拾遺篇　上下巻 浜野章吉 笠岡製糸場 1871 国会 岡山、蚕糸文庫に1873年刊の所蔵あり
山蚕やしなひ草 椎猿陳人 1871 国会 出版地不明

教草 博覧会事務局 1882より版権；
穴山篤太郎 1872 国会

『養蚕手びき草』南部陳 撰 宮本三平 画、『生
絲製法一覽』信夫粲撰 溝口月耕画、『野蚕
養法一覽』信夫粲述 菅蒼圃画収録

養蚕新論 田島弥平（邦寧） 出雲寺萬次郎 1872 国会 著者は群馬県、出版は東京
樹桑抜萃　養蚕手引
草 朝野泰比古 玉山堂ほか 1872 国会 出版は東京

桑苗簾伏方法 船津伝次平述 熊谷県 1873 国会 両者とも熊谷県原之郷村
新撰養蚕往来 加藤祐一 積玉圃 1873 国会 出版は大阪
農蚕必要耕作日読往
来 橘槙一郎 文江堂 1873 国会 出版は東京

山蚕飼立仕様法 ― 1873 国会 同内容で出版年不明の「弘業会社山蚕飼立
仕様法」あり

山蚕養法：全 佐伯義門 笠岡製糸場 1873 東大、国会 出版は岡山県

養蚕事実　上中巻
佐貝義胤口述/加
藤祐一補、門人・
吾彦正吾聞書

賭春堂 1873 国会 出版は大阪府

養蚕輯要補 玉井市郎治述、舘
三郎補 吉田屋清兵衛 1873 国会、蚕業大

辞書 著者は長野県松代、出版は東京

養蚕略説并表式 宮川五平次 玉井忠造 1874 国会 著者は岐阜県笹松村、玉井は笠松とあり
実地新験生糸製方指
南　養蚕輯要補後編 舘三郎 吉田屋清兵衛 1874 国会、蚕業大

辞書 著者は長野県埴科郡松代町、吉田屋は東京

養蚕事誌　上下巻、
附録 浦川親満 浦川親満 1874

国会、蚕糸文
庫、蚕業大辞
書

著者は山梨県、1875甲府書林温故堂・内藤
傳右衛門により出版

西説実験養蚕理解　
全３巻

ベンムルー著／原
田道義訳・伊東祐
敦補

青藜閣 1874 国会 奥付に武州旗羅郡・福島栄次郎とあり、青
藜閣は東京

西洋養蚕新説　文 黒田行元訳 文明書楼 1874 国会 出版は東京

養蚕説 レーべ著／杉山親
訳 玉山堂 1874 国会 レーべはドイツ人、出版は東京

蚕桑弁 野村義雄 玉潤堂 1875 国会 出版は三重県

養蚕全書　上下巻 石幡吉三郎 開拓使 1875 国会 1890石幡吉三郎より増補再版、著者は福島
県伊達郡

蚕桑余事 田島定邦 出雲寺萬次郎 1875 信大、国会、
蚕業大辞書 著者は群馬県佐位郡島村、出版は東京

神代五種蚕放飼之伝 武田多一 千鐘房発兌/販
売北畠茂兵衛 1875 東大、蚕糸文

庫
国会所蔵『放飼養精術之方法説：神代産五
種蚕』と同書か。

湖州養蚕書和解 開拓使 1876 国会 出版地記載なし

育蚕要旨和解 董開栄／中島亮平
訳 開拓使 1876 東大、国会 出版地記載なし

蚕養全図 西村藤太郎 小林泰次郎 1877 国会 両者とも東京

養蚕適要　全３巻 コイー述／静岡県
士族・永井保興編 玉海堂 1877 国会 コイーはフランス人、工部省製糸場勤務、

出版は東京
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野蚕養法　山蚕或問 
上下巻 尾崎行正・行雄 尾崎行正・行雄 1877 国会、蚕糸文

庫
両者とも東京、売捌書肆丸屋善七、穴山篤
太郎ほか１名

和布涅児養蚕説（写
本） 佐々木長淳 1877 東大

百工全書、佐々木長淳による写本、「譯書
中誤字及ヒ了觧シカタキ部分ハ假リニ朱ヲ
以テ加筆ス 明治十年六月 佐々木長淳」と
ある

開拓使本庁　蚕織報
文 開拓使勧業課 1877 東大 北海道

蚕桑輯要和解 沈秉成 著、 中島
亮平 訳 開拓使 1877 国会 出版地不明

養蚕手引草 宮城県士族・山内
多物 三養舎 1878 国会 両者とも宮城県仙台

養蚕伝書 山下のよ 内藤伝右衛門 1878 国会 両者とも山梨県甲府
開明養蚕往来 鶴田真容 小森宗次郎 1879 三好書 詳細不明
告四番諭達書、養蚕
製糸改良準序書、桑
苗仕立方之心得書

石川県 1879 東大 石川県

女子宝鑑 東京府士族・飯尾
次郎 汗牛堂 1879 国会 両者とも東京

続養蚕新論　全３巻 田島弥平（邦寧） 出雲寺萬次郎 1879 蚕業大辞書、
国会 著者は群馬県、出版は東京

養蚕益書 内藤理勇 内藤理勇 1879 国会 長野県穂積村

養蚕清涼摘要 京都府士族・浅田
豹作 高毅館 1879 国会 両者とも京都

養蚕清涼摘要大意 京都府士族・浅田
豹作 高毅館 1879 国会、蚕糸文

庫
両者とも京都、三好書によれば『養蚕清涼
摘要』を簡略化したもの

養蚕問答 坂似水 坂似水 1879 国会 著者は長野県神林村
蚕桑図解 百々三郎 広島県勧業課 1880 国会 出版は広島県
山繭筒飼養法概略 水谷潜蛙 水谷潜蛙 1880 国会 著者は兵庫県新宮村

養蚕扱方 福島県・原著川勝
隆義釈述 同益舎 1880 国会 両者とも福島県、兌換書林穴山篤太郎

印度種天蚕飼養心得 小林竜三 愛媛県 1881 国会 著者は岡山県富西谷村
蚕養之導 田村義事 田村義事 1881 国会 著者は山梨県相興村
新選養蚕事実 渡辺留之助 渡辺留之助 1881 国会 著者は福島県信夫郡

養蚕実験録 長野県平民・木内
清平 木内清平 1881 国会 著者は長野県大沢村

秋蚕四化養法大意 愛知県平民・小柳
津忠民 小柳津忠民 1882 国会 著者は愛知県

蚕糸提要 愛媛県士族・村上
是哉

蠖屈舎/内藤伝
右衛門 1882 国会、蚕業大

辞書 村上は山梨県西山梨郡紅梅町寄留

蚕桑独まなび 三重県平民・野村
義雄 有隣堂 1882 国会 著者は三重県度会郡、出版は東京

清涼養蚕早案内 橋垣長兵衛 桑谷園不老城 1882 国会 著者は丹後国加佐郡
通俗養蚕秘方　上下
巻

埼玉県平民・島村
伝五郎

文港堂/埼玉県
平民・蜷川国蔵 1882 国会 両者とも埼玉県

培養蚕種養蚕便要
長野県小県郡古安
会村上田続養蚕
場・竜野徳太郎

竜野徳太郎 1882 国会 著者は愛知県渥美郡寄留、出版は愛知県

養蚕略説 藤野慶治 宮城県 1882 国会 出版は宮城県
蚕事真説　全３巻
（上・中・下）

埼玉県平民・萩原
杢衛述 長島為一郎 1882 農工大、国会。

蚕業大辞書 両者とも埼玉県

温養蚕事図解　全４
巻

福島県平民・鈴木
弥作、福島県平民・
浅野徳右衛門

福島県平民・金
子葡萄 1883 国会 両者とも福島県

開化女用文・開化女
消息往来・開化養蚕
往来

鶴田真容　他 小森宗次郎 1883 国会 出版は東京、1879の三好書に掲載の「開明
養蚕往来」と同内容か。

蚕飼方法宝之庫 群馬県平民・高橋
久八 高橋久八 1883 国会 著者は群馬県

火力養蚕新編　上下
巻

福岡県平民・土岐
曹次郎 右田博文堂 1883 国会、蚕業大

辞書 両者とも福岡県
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栽桑実験録 船津伝次平 農務局/有隣堂 1883 国会 著者は群馬県、出版は東京

蚕桑要説 広島県士族・百々
三郎 経国館 1883 国会、蚕業大

辞書
著者は広島県福山、発売書林は松村善助
（広島）、1890増補第２版

蚕病論：完 佐藤林之助 ― 1883 東大 出版地不明

天蚕養法新説
岡山県平民・桜井
広政、岡山県平民・
塚元武平治

桜井広政 1883 国会 岡山県貞永寺村

柞蚕飼養 愛知県士族・伊藤
歌蔵 楽寿堂 1883 国会 両者とも愛知県

養蚕心切飼初心伝習
記

群馬県平民・佐藤
国太郎 佐藤国太郎 1883 国会 著者は群馬県富岡町

養蚕実験録 平出富士太郎 鈴木昌平 1883 国会 著者は神奈川県、出版は東京

養蚕飼養法 岩手県平民・佐藤
庄五郎 佐藤庄五郎 1883 国会 著者は岩手県里川口村

養蚕方法注意録 降旗謙三 高美甚左衛門 1883 国会 両者とも長野県、諸国専売書林は全国の近
世期からの書肆多数、穴山篤太郎もいる

栽桑実験録 船津伝次平
農商務省農務局
/有隣堂（穴山
篤太郎）

1883 国会、蚕業大
辞書 著者は群馬県、出版は東京

日本養蚕沿革論 半井栄演述/為半
小人編 1883 国会

写本、同タイトルは、『大日本農会報告』
23、24、25、28号にて掲載したものをまと
めたもの。

印度種天蚕飼養手引
草

岡山県平民・香山
賢明 香山賢明 1884 国会 著者は岡山県

蚕家創業要覧 佐賀県士族・森田
真

森田真/大日本
農会常総支会 1884 国会 著者住所は、茨城県東茨城郡水戸、印刷は

大日本農会印刷場
蚕仕立法秘伝：一名・
かいこ大当り法

埼玉県平民・吉田
左馬太郎 書籍行商社 1884 国会 著者は東京寄留、出版は東京

蚕桑生理問答 農商務省技師・練
木喜三

農商務省農務
局、版権：穴山
篤太郎

1884 国会、蚕業大
辞書

群馬県の養蚕家・田島武平の問いに答えた
もの。

実験養蚕泝原　上中
下巻 宮沢義雄 宮沢義雄 1884 国会、蚕業大

辞書 著者は宮城県仙台、佐々木長淳撰文

柞蚕飼養実験録 下村規一著/半井
栄補訂 有隣堂 1884 国会 著者は長野県上伊那郡、補訂者は愛媛県

柞蚕飼養法 長野県平民・矢沢
善四郎 矢沢善四郎 1884 国会 著者は長野県

養蚕絹篩　上下巻 成田重兵衛 有隣堂 1884 国会、蚕糸文
庫、三好書

近世期養蚕書の復刻版。有隣堂勧農叢書、
出版は東京

養蚕教育道理 長野県平民・飯島
喜左衛門 喜昌堂 1884 国会 両者とも長野県

養蚕心得 群馬県平民・黒澤
幹次郎 黒澤幹次郎 1884 国会 著者は群馬県八斗島村

養蚕製糸法 東京府士族・中里
左太郎

東京府士族・水
谷伊之助 1884 国会 両者とも東京、上田屋より1887第2版

養蚕生理編：附実験
之記 工藤喜六 工藤喜六 1884 東大 著者は長野県小県郡塩尻村、觀桑堂藏梓と

あり

養蚕日誌 山梨県平民・八田
達也 八田達也 1884 国会 著者は山梨県鵜飼村

養蚕ひとり案内：得
失問答（上）

長野県平民・森金
蔵 森金蔵 1884 国会 著者は長野県埴科郡杭瀬下村

養蚕弁論 石川県蚕種大総
代・丘村隆桑

仁至堂/丘村隆
桑 1884 国会 著者は石川県金沢常磐町

養蚕補育必携 埼玉県平民・奥平
栄宜

埼玉県平民・内
田恒吉 1884 国会 両者とも埼玉県

養蚕方法注意手引録 長野県平民・降旗
謙三

長野県平民・青
木善三/中川軒 1884 国会 著者は長野県東筑摩郡

滋賀県農事問答 船津伝次平 述 滋賀県勧業課 1884 国会 出版は滋賀県、附録に「養蚕の教」

独逸農事図解　第10
ファン・カステー
ル訳/鳴門義民、
平野栄

内務省 1884 国会 内務省、発売書肆は穴山篤太郎

独逸農事図解草稿 平野栄　他 内務省 1884 国会 内務省、発売書肆は穴山篤太郎
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万国蚕業彙聞 青森県平民・菊池
広治編訳

東京府士族・小
松精一 1884 国会、蚕業大

辞書
フランスとアメリカの養蚕雑誌を訳して編
輯したもの、訳者は青森県、出版は東京

群馬蚕種規則類集 川口鋼, 斎藤鎌雄 
閲 保全舎 1885 国会 全て群馬県前橋市

蚕事摘要 宮内省御用掛・
佐々木長淳 宮内省 1885 東大、信大、

国会 両者とも東京

蚕の蛆
駒場農学校助教・
理学士・福井県士
族・佐々木忠二郎

丸善 1885 国会 両者とも東京、販売書林は、丸屋書店・穴
山篤太郎ほか６つ

蚕場必読　初編 長野県平民・松尾
勘吾 松尾勘吾 1885 国会 著者は長野県

蚕桑事記 鹿児島蚕糸講習所 鹿児島県 1885 国会、蚕業大
辞書 両者とも鹿児島県

夏蚕養法茶話 吉川文三郎 吉川文三郎 1885 国会 著者は長野県玉川村

独案内養蚕実験録 長野県平民・松崎
太郎 有隣堂 1885 国会 著者は長野県小県郡上田下之條村、出版は

東京
養蚕大意 福井県勧業課 福井県 1885 国会 両者とも福井県

養蚕手引草 鹿児島県士族・川
畑梓

鹿児島県平民・
富山仲吉 1885 国会 両者とも鹿児島県

蚕事分業論 群馬県平民・田島
定邦 東京鴻盟社 1885 農工大、蚕業

大辞書 著者は群馬県佐位郡島村、出版は東京

実験新説　蚕桑秘録 静岡県平民・岡部
竹次郎 岡部竹次郎 1886 国会 著者は静岡県

蚕業講話筆記 宮内省奏任御用
掛・佐々木長淳 群馬県 1886 国会、蚕業大

辞書 出版は群馬県前橋

蚕業講話筆記
農商務省御用係・
練木喜三述/鈴木
算三郎記

福島県勧業課 1886 国会、蚕業大
辞書

出版は福島県、福島県議事堂での講話筆記。
巻末に蚕桑病理問答。

蚕業幼穉問答 三重県平民・羽場
玄良 羽場玄良 1886 国会 著者は三重県久下村

養蚕新説 福島県平民・佐藤
源之助 佐藤源之助 1886 国会

著者は福島県、売捌書肆穴山篤太郎、内藤
伝右衛門ほか２名、1887増補２版、1888刊
行分は蚕糸文庫にあり。1892増補第４版

養蚕繁殖手引草 神奈川県平民・和
田光郷

奥津猪重郎/武
蔵国西多摩郡平
井村八幡社事務
所

1886 国会 出版は武蔵国西多摩郡

蚕事輯説
山梨県平民・八田
達也/佐々木長淳
校閲

八田達也/内藤
傳右衛門（温故
堂）

1886 東大、国会、
蚕業大辞書 両者とも山梨県

蚕病講莚筆記 農商務一等技手・
練木喜三述 群馬県 1886 国会、蚕業大

辞書 出版は群馬県

中外蚕事要録 大分県平民・伊東
茂右衛門 伊東茂右衛門 1886

東大、農工、
国会、蚕業大
辞書

著者は大分県、売捌書店は丸善、有隣堂、
中近堂、1887再版、1888第3版

農桑備考　温蚕飼養
録

神奈川県平民・梶
野敬三 梶野敬三 1886 国会 著者は神奈川県

蚕糸改良新説
マイヨ－／京都府
平民・今西直次郎
　訳

京都府平民・八
木半三郎 1886 国会、蚕業大

辞書 原著はフランス。両者とも京都府

蚕糸業摘要　 今西直次郎纂訳 1886 蚕糸文庫、東
大

出版は東京、蚕糸文庫所蔵は第１巻、東大
所蔵は第２巻

註）①�所蔵確認先の表記は、国会＝国立国会図書館　蚕糸文庫＝大日本蚕糸会蚕糸文庫所蔵、農工大＝東京農工大学図書館、東
大＝東京大学図書館、信大＝信州大学図書館、蚕業大辞書＝加藤知正編『蚕業大辞書』（勧業書院、1908年）、三好書＝三
好信浩『近代日本産業啓蒙書の研究』（風間書房、1992年）を示す。

　　②�外国書の原書は含まず、日本で発行された翻訳本および養蚕書のみの数。備考欄の“両者とも”は、著者・出版地両者を
示す。
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照
。

（
４
）�

井
上
善
治
郎
「
解
題
一　

養
蚕
技
術
の
展
開
と
蚕
書
」（
前
掲
『
日
本
農
書
全
集
』
第
三
五

巻
）。

（
５
）�

杉
仁
「
経
験
的
合
理
論
へ
の
道
程
―
近
世
の
養
蚕
技
術
を
め
ぐ
っ
て
」（『
史
観
』第
七
八
冊
、

一
九
六
八
年
十
一
月
）。

（
６
）�

丹
羽
四
郎
「
本
邦
最
古
の
農
書
と
蚕
書
」（『
農
業
お
よ
び
園
芸
』
三
二
巻
五
号
、
一
九
五
七

年
五
月
）、
鳥
塚
恵
和
男
「「
養
蚕
手
引
抄
」
成
立
の
覚
書
」（『
埼
玉
研
究
』 

第
一
巻
、

一
九
八
二
年
五
月
）、
松
田
清
・
榎
本
祐
嗣
・
前
澤
健
「
わ
が
国
最
古
級
の
蚕
書 

武
富
咸
亮

著
『
蚕
母
要
覧
』
に
つ
い
て
」（『
近
世
京
都
』
第
二
号
、
二
〇
一
六
年
）、『
第
七
回
特
別
展

示　

養
蚕
書
と
出
版
文
化
～
養
蚕
文
化
は
ど
う
伝
わ
っ
た
の
か
～
』（
厚
木
市
郷
土
資
料
館
、

二
〇
〇
四
年
）
な
ど
。

（
７
）�

湯
浅
隆
「
一
八
六
〇
年
代
の
フ
ラ
ン
ス
に
お
け
る
日
本
蚕
書
の
評
価
―
「
養
蚕
教
弘
録
」
仏

訳
の
意
味
―
」（『
国
立
歴
史
民
俗
博
物
館
研
究
報
告
』
第
二
六
集
、
一
九
九
〇
年
三
月
）、

加
藤
詔
士
「
お
雇
い
仏
人
教
師
ム
リ
エ
に
よ
る
日
本
養
蚕
技
術
の
紹
介
」（
上
）、（
下
）（『
日

本
古
書
通
信
』
第
六
十
巻
七
号
、
八
号
、
一
九
九
五
年
）、
竹
田
敏
『
幕
末
に
海
を
渡
っ
た

養
蚕
書
』（
東
海
大
学
出
版
部
、
二
〇
一
六
年
）
な
ど
。
湯
浅
氏
は
、
ム
リ
エ
の
講
演
や
日

本
養
蚕
書
に
つ
い
て
、
フ
ラ
ン
ス
国
内
で
は
受
け
入
れ
ら
れ
な
か
っ
た
と
す
る
が
、
蚕
病
克

服
後
の
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
は
、
蚕
室
の
換
気
や
薄
飼
を
行
う
飼
育
法
を
採
用
し
て
い
く
こ
と
に

な
っ
た
と
し
、
翻
訳
養
蚕
書
が
示
す
19
世
紀
前
半
の
日
本
の
養
蚕
方
法
と
19
世
紀
後
半
の

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
養
蚕
学
会
は
結
果
と
し
て
同
じ
見
解
で
あ
っ
た
と
す
る
。

（
８
）
三
好
信
浩
『
近
代
日
本
産
業
啓
蒙
書
の
研
究
』（
風
間
書
房
、
一
九
九
二
年
）。

（
９
）�

鮎
澤
啓
夫
「
養
蚕
古
書
雑
記
」（
そ
の
一
～
そ
の
七
）（『
蚕
糸
科
学
と
技
術
』
第
一
五
巻
六

号
～
一
二
号
、
一
九
七
六
年
）。

（
10
）
松
村
敏
「
解
題
」『
明
治
農
書
全
集
』
第
九
巻
（
農
村
漁
村
文
化
協
会
、
一
九
八
三
年
）。

（
11
）�

勝
亦
達
夫
「
蚕
書
に
見
ら
れ
る
蚕
業
講
習
所
の
構
成
要
素
に
つ
い
て
―
」（『
日
本
建
築
学
会

大
会
学
術
講
演
梗
概
集　

F-

二　

建
築
歴
史
・
意
匠
』
二
〇
一
〇
年
）、
同
「
清
涼
育
と
温

暖
育
の
蚕
室
の
仕
組
み
と
構
成
要
素
―
蚕
書
に
よ
る
近
代
蚕
室
に
関
す
る
研
究
（
そ
の
一
）」

（『
日
本
建
築
学
会
計
画
系
論
文
集
』
第
七
五
巻
第
六
四
八
号
、
二
〇
一
〇
年
）、
同
「
折
衷

育
の
蚕
室
の
仕
組
み
と
構
成
要
素
―
蚕
書
に
よ
る
近
代
蚕
室
に
関
す
る
研
究
（
そ
の
二
）」

（『
日
本
建
築
学
会
計
画
系
論
文
集
』
第
七
六
巻
第
六
五
九
号
、
二
〇
一
一
年
）。

（
12
）�

こ
の
他
、
下
記
に
あ
げ
た
参
考
文
献
に
よ
る
追
加
を
行
っ
た
。一
般
財
団
法
人
・
大
日
本
蚕
糸

会
所
蔵「
蚕
糸
文
庫
目
録
」（
大
日
本
蚕
糸
会
Ｈ
Ｐ
よ
り
閲
覧
可
能
）、前
掲
三
好
氏
著
書
、
加

藤
知
正
編『
蚕
業
大
辞
書
』（
勧
業
書
院
、一
九
〇
八
年
）、『
農
書
目
録
』（
有
隣
堂
、一
八
七
七

年
）、
農
商
務
省
文
書
課
編『
農
商
務
省
出
版
図
書
一
覧
』（
同
省
、一
八
九
九
年
）。ま
た
、
各

養
蚕
書
中
に
記
載
さ
れ
て
い
る
出
版
社
の
販
売
目
録
に
つ
い
て
は
、
有
隣
堂
―
出
野
信
慶

『
蚕
病
予
防
法
解
釈
』一
九
〇
五
年
、
高
橋
信
貞
『
蚕
糸
業
道
中
記
』一
八
八
七
年
、
小
宮
山

茂
右
衛
門
『
桑
園
改
良
法
』
一
九
〇
八
年
。
丸
山
舎
―
大
森
順
造
『
蚕
業
教
科
書
』
第
二
編
、

一
九
〇
六
年
。
明
文
堂
―
高
田
重
右
衛
門
『
高
田
式
栽
桑
講
義
』
一
九
〇
八
年
。
裳
華
房
―

須
田
金
之
助
『
野
生
絹
糸
虫
論
』
一
九
〇
四
年
。
勧
業
書
院
―
洞
口
猷
寿
『
蚕
室
蚕
具
学
』

一
九
一
一
年
。
六
盟
館
―
松
下
兵
太
郎
講
話
『
簡
易
経
済　

松
下
式
全
芽
育
蚕
法
』
一
九
〇
七

年
。
大
日
本
蚕
業
義
会
―
三
宅
治
太
郎
『
蚕
桑
問
答
』
一
九
〇
三
年
。
博
向
堂
―
佐
藤
政
七

『
蚕
桑
実
験
要
録
』
一
八
八
八
年
。
以
文
堂
―
『
通
俗
簡
易　

桑
と
害
虫
』
一
九
〇
八
年
。

（
13
）
前
掲
『
蚕
業
大
辞
書
』。

（
14
）�

前
掲
『
蚕
業
大
辞
書
』、『
東
京
書
籍
商
組
合
史
及
組
合
員
概
歴
』（
東
京
書
籍
商
組
合
、

一
九
一
二
年
）。

（
15
）『
蚕
業
大
辞
典
』
と
『
組
合
員
履
歴
』
で
は
、
上
京
の
年
代
が
異
な
る
。

（
16
）
一
九
一
六
年
以
降
の
明
文
堂
よ
り
出
版
さ
れ
た
書
籍
の
奥
付
よ
り
。

（
17
）
前
掲
『
農
商
務
省
出
版
図
書
一
覧
』。

（
18
）�
東
京
の
出
版
業
者
に
つ
い
て
は
、
磯
部
敦
『
明
治
前
期
の
本
屋
覚
書
き 

附
東
京
出
版
業
者
名

寄
せ
』（
金
沢
文
圃
閣
、
二
〇
一
二
年
）、明
治
期
の
出
版
社
と
出
版
傾
向
に
つ
い
て
は
、彌
吉

光
長『
未
刊
史
料
に
よ
る
日
本
出
版
文
化
』
第
五
巻（
ゆ
ま
に
書
房
、一
九
九
〇
年
）を
参
照
。

同
著
に
よ
れ
ば
、冨
山
房
は
、小
野
梓
の
始
め
た
東
洋
館
の
流
れ
を
組
み
、社
名
の
由
来
は
、良
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廻
講
話
が
多
す
ぎ
る
点
を
指
摘
し
て
い
る
。
ま
た
、
石
飛
野
市
『
養
蚕
業
実
務
要
書
』

一
九
一
一
年
、
寺
尾
昌
太
郎
『
蚕
糸
業
講
演
集
』（
静
岡
県
西
ヶ
原
衣
笠
同
窓
会
、
一
九
一
一

年
）
な
ど
は
、
各
地
の
講
話
を
ま
と
め
た
養
蚕
書
で
あ
る
。

（
32
）�

小
穴
運
平
『
秋
蚕
詳
解
』（
有
隣
堂
、
一
八
九
七
年
）、
竹
内
茂
『
改
良
秋
蚕
秘
書
』（
遠
藤

虎
雄
、
一
八
九
九
年
）、
林
騨
作
『
通
俗
蚕
業
教
科
書
』（
丸
山
舎
、
一
九
〇
二
年
）
な
ど
。

（
33
）
小
島
道
治
『
蚕
体
生
理
教
科
書
』（
興
文
社
、
一
九
〇
二
年
）。

（
34
）�

松
田
甚
之
助
『
実
地
活
用
蚕
業
講
習
全
書
』（
奥
田
卯
太
郎
、
一
九
一
〇
年
）、
池
田
栄
太
郎

『
桑
樹
栽
培
教
科
書
』（
明
文
堂
、
一
九
一
七
年
）
な
ど
。

（
35
）�

倉
沢
運
平
『
春
夏
秋
蚕
応
用
給
桑
原
論
』（
明
文
堂
、一
九
〇
八
年
）、横
田
長
太
郎
講
述
『
桑

樹
栽
培
法
養
蚕
法
講
話
筆
記
』（
山
梨
蚕
友
会
、
一
九
〇
八
年
）、
石
田
孫
太
郎
『
実
験
夏
秋

蚕
豊
作
法
』（
富
士
書
房
、
一
九
〇
八
年
）
な
ど
。

（
36
）�

温
故
堂
と
経
営
者
の
内
藤
伝
右
衛
門
に
つ
い
て
は
、
谷
口
彩
子
「『
経
済
小
学 

家
政
要
旨
』

の
刊
行
事
情
と
内
藤
伝
右
衛
門
」（『
日
本
家
政
学
会
誌
』
第
五
〇
巻
一
号
、
一
九
九
九
年
）

が
詳
し
い
。

（
日
本
女
子
大
学　

学
術
研
究
員
）

T
he Japanese Sericulture Industry and Sericulture T

echniques Books 
in M

eiji period: A
n A
nalysis Focusing Bibliographic inform

ation

T
SU
CH
IK
A
N
E

（D
O
I

） Kazuko

［A
bstract

］W
e know

 that approxim
ately specialized books on 

sericulture techniques (“sericulture books”) w
ere published in Japan in 

the Edo period.  T
he characteristics of these books are (1) a shift from

 
explanations that contained spiritual elem

ents to practical, experience-
based silkw

orm
 rearing techniques, and (2) that the authors are m

ainly 

書
大
冊
を
富
士
山
の
ご
と
く
と
い
う
小
野
の
伝
統
を
重
ん
じ
た
も
の
で
、
通
俗
書
の
大
量
販

売
よ
り
も
漢
籍
や
辞
典
類
に
力
を
い
れ
た
と
い
う
。前
掲『
東
京
書
籍
商
組
合
史
及
組
合
員
概

歴
』
に
よ
れ
ば
、
富
山
房
は
一
八
八
六
年
、
坂
本
嘉
治
馬
が
創
業
。
博
文
館
は
、
大
橋
佐
平

が
一
八
八
七
年
に
創
業
、雑
誌
『
太
陽
』
な
ど
を
創
刊
。
六
盟
館
は
杉
本
七
百
丸
が
一
九
〇
三

年
に
創
業
、
主
と
し
て
中
等
教
科
用
図
書
を
出
版
し
、
の
ち
に
中
等
お
よ
び
実
業
教
科
書
の

発
行
を
主
と
し
た
。
興
文
社
は
、
詳
細
は
不
明
だ
が
、
所
在
地
は
日
本
橋
区
馬
喰
町
で
、
社

長
は
石
川
寅
吉
、
今
回
の
一
覧
業
か
ら
は
主
に
教
科
書
類
を
発
行
し
て
い
る
。

（
19
）
水
谷
潜
蛙
『
山
繭
筒
飼
養
法
概
略
』
一
八
八
〇
年
。

（
20
）
下
村
規
一
『
柞
蚕
飼
養
実
験
録
』
一
八
八
四
年
。

（
21
）
香
山
賢
明
『
印
度
種
天
蚕
飼
養
手
引
草
』
一
八
八
四
年
。

（
22
）�『
旧
勧
業
寮
第
壱
回
年
報
撮
要
』（
内
務
省
勧
業
寮
、
一
八
七
七
年
）、『
勧
農
局
年
報
』
第
二

回
（
内
務
省
、
一
八
七
八
年
）。

（
23
）『
日
本
蚕
糸
業
史
』
第
三
巻
（
大
日
本
蚕
糸
会
、
一
九
三
五
年
）、
前
掲
『
蚕
業
大
辞
書
』。

（
24
）
高
橋
久
八
『
蚕
飼
方
法
宝
之
庫
』
一
八
八
三
年
。

（
25
）
鈴
木
弥
作
、
浅
野
徳
右
衛
門
『
温
養
蚕
事
図
解 

巻
之
一
』
一
八
八
三
年
。

（
26
）
川
畑
梓
『
養
蚕
手
引
草
』
一
八
八
五
年
。

（
27
）�

鈴
木
貞
太
郎
編
『
蚕
体
蚕
蛆
解
剖
図
説
：
附
蚕
病
図
説
』（
農
務
局
蚕
業
試
験
場
、
一
八
八
八

年
）、
池
田
幸
之
助
『
実
地
応
用
蚕
病
防
禦
法
』（
山
田
吉
左
衛
門
、
一
八
九
一
年
）
な
ど
。

（
28
）
拙
稿
「
明
治
前
期
に
お
け
る
日
本
養
蚕
業
の
技
術
的
動
向
と
「
養
蚕
標
準
表
」」
参
照
。

（
29
）�

荒
籾
甚
兵
衛 『
養
蚕
教
草
』一
八
九
一
年
、斎
藤
清
吉
『
蚕
室
必
掲
蚕
飼
の
栞
』一
八
九
二
年
、

持
田
栄
三
郎 

編
『
蚕
児
飼
育
標
準
表
』（
儀
満
吉
太
郎
、
一
八
九
五
年
）
な
ど
。

（
30
）�

松
永
伍
作
『
普
通
養
蚕
術
講
義
』（
金
子
健
次
郎
、
一
八
九
一
年
）、
練
木
喜
三
『
養
蚕
演
説

筆
記
』（
石
西
尚
一
、一
八
九
一
年
）。

（
31
）�

佐
々
木
長
淳
『
巡
県
蚕
桑
講
話
』（
一
八
九
四
年
）
に
よ
れ
ば
、
同
書
を
記
す
理
由
と
し
て

「
明
治
十
八
年
依
頼
諸
処
巡
廻
し
て
蚕
桑
の
学
業
を
講
話
絵
説
せ
し
に
至
る
処
皆
な
筆
記
成

ら
ざ
る
な
し
。
蓋
し
是
の
多
く
は
一
小
部
の
み
故
に
…
蚕
桑
の
全
体
を
論
求
せ
ん
と
欲
し
て

蚕
務
問
答
を
著
は
し
…
未
だ
其
局
を
結
ば
ざ
り
し
。
然
る
に
今
ま
尚
ほ
巡
廻
断
え
ず
、
筆
記

亦
た
益
々
成
り
て
遂
に
錯
綜
に
亘
ら
ん
と
す
」
と
し
、
農
商
務
省
の
巡
廻
教
師
制
度
だ
け
で

な
く
、
農
商
務
省
蚕
業
講
習
所
技
術
者
や
各
地
方
の
蚕
種
伝
習
所
長
な
ど
の
講
話
な
ど
、
巡
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ew
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regional silkw
orm
 egg producers.  In contrast, there are very few

 
references to the features and publication details of sericulture books 
during the M

eiji period. A
dditionally, periodical journals specializing in 

sericulture first appeared in the M
eiji period—

a significant change 
from

 the Edo era—
but prior research on this topic is also scarce.

This article exam
ines the recent spread and establishm

ent of sericulture 
and attem

pts to study the developm
ent process of the m

odern 
sericulture industry by exam

ining the sericulture books published in the 
M
eiji period.  W

e confirm
ed that approxim

ately one thousand sericulture 
books w

ere published by lim
iting the storage locations searched to a few

 
libraries, m

ainly the N
ational D

iet Library, and searching through 
bibliographical inform

ation using the keyw
ords “silkw

orm
” and “cocoon.”  

Like sericulture books in the late Edo period, the contents of these books 
chiefly discuss breeding tem

perature, but the books in the M
eiji period 

also discuss outbreaks in silkw
orm
s that can occur w

ith the breeding 
tem
perature, m

ethods of im
proving m

ulberry tree cultivation, and types 
of silkw

orm
 that breed in sum

m
er and autum

n.  In addition to silkw
orm
 

egg producers, sericulture books in the M
eiji period w

ere w
ritten by 

governm
ent officials as w

ell as others involved in general sericulture 
production.  It w

as not just publishers and bookshop m
anagers in the 

three m
ajor cities of T

okyo, O
saka, and K

yoto that contributed to 
present-day sericulture technology and the popularization of books on 
sericulture, but new

ly form
ed publishing com

panies like Y
urindo and 

M
eibundō.

［Keyw
ord

］Sericulture techniques book,  A
gricultural techniques 


